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(54)【発明の名称】 画像表示装置

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ材の発熱による表示画像の品質低下
を防止可能な画像表示装置を提供する。
【解決手段】  有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度に基
づき、補正制御信号Ｆ１で信号処理動作が補正制御され
る信号処理回路部３からの画像信号Ｆ４が、駆動回路部
２に入力され、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度に基
づき、補正制御信号Ｆ３で表示パネル１の表示駆動動作
が補正制御される駆動回路部２から出力される発光駆動
信号Ｆｐによる表示パネル１の有機ＥＬ素子１０ａ～１
０ｉの発光で画像表示が行われ、有機ＥＬ素子１０ａ～
１０ｉの温度変化に起因する信号処理時のデータ遅延や
動作のばらつき、発光素子の駆動動作の変動、電源回路
部の動作変動が補償され、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉ
の温度変動による表示パネル１の表示画像の画質低下を
防ぎ、高品質の画像表示が行われ全体の小型薄型化が維
持される画像表示装置の提供が可能になる。



(2) 特開２００２－１７５０４６

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  電源回路部から信号処理回路部、駆動回
路部及び表示パネルに電源が供給され、有機ＥＬ素子を
発光素子とする前記表示パネルの前記駆動回路部による
駆動によって、前記信号処理回路部で信号処理される画
像データに対応する画像の表示が行われる画像表示装置
において、
前記表示パネルに高品質の画像表示を行うために、前記
発光素子の温度に対応して、前記信号処理回路部、前記
駆動回路部及び前記電源回路部にそれぞれ供給される補
正制御データが予め格納される格納手段と、
前記発光素子の温度を検出する温度検出手段と、
該温度検出手段が検出する検出温度に対応する前記補正
制御データを、前記格納手段から読出し、該補正制御デ
ータに基づいて、前記信号処理回路部、前記駆動回路部
及び前記電源回路部の少なくとも一つの動作を補正制御
する補正制御手段とを有することを特徴とする画像表示
装置。
【請求項２】  電源回路部から信号処理回路部、駆動回
路部及び表示パネルに電源が供給され、有機ＥＬ素子を
発光素子とする前記表示パネルの前記駆動回路部による
駆動によって、前記信号処理回路部で信号処理される画
像データに対応する画像の表示が行われ、前記信号処理
回路部、前記駆動回路部及び前記駆動回路部が、前記表
示パネルの近傍にほぼ同一の雰囲気温度条件下で配設さ
れた画像表示装置において、
前記信号処理回路部、前記駆動回路部及び前記電源回路
部の何れかに設けられ、前記雰囲気温度に対応する温度
補償を行う温度補償信号を出力する温度補償回路部と、
前記信号処理回路部、前記駆動回路部及び前記電源回路
部にそれぞれ設けられ、前記温度補償信号に基づいて、
雰囲気温度の変化に対応する温度補償動作を行う温度補
償制御回路部と
を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】  前記温度検出手段が、前記発光素子の電
流値に基づいて、前記発光素子の温度を検出することを
特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ素子を発
光素子とする表示パネルに画像データに対応する画像の
表示が行われる画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＥＬ材を電極で挟持した構成とし、電極
に印加する駆動電圧によつて、励起状態とされたＥＬ材
の発光中心物質が基底状態に戻る時に発光するエレクト
ロルミネッセンス（ＥＬ；電場発光）を利用して、発光
を行わせるＥＬパネルが、画像データの画像表示を行う
電子ディスプレイとして使用されている。この種のＥＬ
パネルには、バインダ中にＥＬ材を分散させ、スクリー
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ン印刷法で表示パターンを形成する分散型ＥＬパネル
と、発光中心物質を添加した母体材をＥＬ材として、電
極で挟持した多層薄膜構造の薄膜ＥＬパネルとがある
が、分散型ＥＬパネルは、電圧－輝度特性の立ち上がり
の急峻性が十分でなく、マトリクス駆動には不向きで、
主にバックライトの平面光源として使用されている。こ
のようにして、薄膜ＥＬパネルがマトリクス駆動に使用
されているが、この種のＥＬパネルのＥＬ材としては、
従来はＺｎＳなどの無機ＥＬ材が使用されていた。とこ
ろが、無機ＥＬ材を使用した薄膜ＥＬパネルでは、十分
な輝度の発光を行わせるためには、電極に２００Ｖ程度
の比較的高い駆動電圧の印加が必要であって、薄膜ＥＬ
パネル全体の小型化には限度があった。
【０００３】そこで、近年各種の有機ＥＬ材を使用する
薄型ＥＬパネルが開発されるようになっており、有機Ｅ
Ｌ材を使用した薄膜ＥＬバネルでは、１０Ｖ以下の駆動
電圧で、数１００～数１０００ｃｄ／ｍ２の輝度が得ら
れるので、この種の有機ＥＬ材を使用したＥＬパネル
は、次世代のフラットパネルディスプレイとして期待さ
れている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】一方で、有機ＥＬ材を
使用したＥＬパネルでは、有機ＥＬ材が発光プロセスの
過程において発熱するために、特に表示面の大型化やＥ
Ｌ素子を高密度配列した高精密表示面を実現しようとす
ると、発光プロセスの過程で発生する熱によって、ＥＬ
パネルの発光動作が劣化し動作寿命が短縮したり、ＥＬ
パネルの周辺に配置される各種の回路や電源の動作が、
発生する熱の影響を受けて変動し、データの伝送遅延な
どが発生することにより、ＥＬパネルの発光動作に悪影
響を及ぼすことがある。この問題を解決するために、空
冷などの手段が取られているが、発生する熱による悪影
響を十分に除去することができず、強力な冷却手段を取
り入れて問題を解決しようとすると、液晶ディスプレイ
などの他の画像表示装置に比して、有機ＥＬパネルを使
用した画像表示装置が有している薄型で小型軽量化が可
能であるという特長が失われることになる。
【０００５】本発明は、前述したような有機ＥＬパネル
を使用した画像表示装置の動作の現状に鑑みてなされた
ものであり、その目的は、有機ＥＬ材の発熱による表示
画像の品質低下を防止可能な画像表示装置を提供するこ
とにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、請求項１記載の発明は、電源回路部から信号処理回
路部、駆動回路部及び表示パネルに電源が供給され、有
機ＥＬ素子を発光素子とする前記表示パネルの前記駆動
回路部による駆動によって、前記信号処理回路部で信号
処理される画像データに対応する画像の表示が行われる
画像表示装置において、前記表示パネルに高品質の画像
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表示を行うために、前記発光素子の温度に対応して、前
記信号処理回路部、前記駆動回路部及び前記電源回路部
にそれぞれ供給される補正制御データが予め格納される
格納手段と、前記発光素子の温度を検出する温度検出手
段と、該温度検出手段が検出する検出温度に対応する前
記補正制御データを、前記格納手段から読出し、該補正
制御データに基づいて、前記信号処理回路部、前記駆動
回路部及び前記電源回路部の少なくとも一つの動作を補
正制御する補正制御手段とを有することを特徴とするも
のである。
【０００７】このような手段によると、補正制御手段に
よつて、格納手段から読出された制御データに基づい
て、発光素子として使用される有機ＥＬ素子の温度変化
に対応して、信号処理回路部、駆動回路部及び電源回路
部の少なくとも一つの動作が、表示パネルに表示される
画像の画質低下を防止するように補正制御され、温度変
化に起因する信号処理時のデータ遅延や動作のばらつ
き、発光素子の駆動動作の変動、電源回路部の動作変動
のない適確な画像表示動作が行われ、表示パネルには常
に高品質の画像表示が行われる。
【０００８】同様に前記目的を達成するために、請求項
２記載の発明は、電源回路部から信号処理回路部、駆動
回路部及び表示パネルに電源が供給され、有機ＥＬ素子
を発光素子とする前記表示パネルの前記駆動回路部によ
る駆動によって、前記信号処理回路部で信号処理される
画像データに対応する画像の表示が行われ、前記信号処
理回路部、前記駆動回路部及び前記駆動回路部が、前記
表示パネルの近傍にほぼ同一の雰囲気温度条件下で配設
された画像表示装置において、前記信号処理回路部、前
記駆動回路部及び前記電源回路部の何れかに設けられ、
前記雰囲気温度に対応する温度補償を行う温度補償信号
を出力する温度補償回路部と、前記信号処理回路部、前
記駆動回路部及び前記電源回路部にそれぞれ設けられ、
前記温度補償信号に基づいて、雰囲気温度の変化に対応
する温度補償動作を行う温度補償制御回路部とを有する
ことを特徴とするものである。
【０００９】このような手段によると、信号処理回路
部、駆動回路部及び電源回路部にそれぞれ設けられる温
度補償制御回路部が、温度補償回路部からの温度補償信
号に基づいて、信号処理回路部、駆動回路部及び電源回
路部において、雰囲気温度の変化に対応する温度補償動
作を行うので、温度変化に起因する信号処理時のデータ
遅延や動作のばらつき、発光素子の駆動動作の変動、電
源回路部の動作変動のない適確な画像表示動作が行わ
れ、表示パネルには常に高品質の画像表示が行われる。
【００１０】同様に前記目的を達成するために、請求項
３記載の発明は、請求項１記載の発明において、前記温
度検出手段が、前記発光素子の電流値に基づいて、前記
発光素子の温度を検出することを特徴とするものであ
る。
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【００１１】このような手段によると、温度検出手段
が、発光素子の電流値に基づいて発光素子の温度を検出
することにより、請求項１記載の発明での作用が実行さ
れる。
【００１２】
【発明の実施の形態】［第１の実施の形態］本発明の第
１の実施の形態を、図１及び図２を参照して説明する。
図１は本実施の形態の構成を示すブロック図、図２は図
１の要部の構成を示す説明図である。
【００１３】本実施の形態では、図１に示すように、表
示パネル１においては、マトリクス状に配設された走査
線と信号線の交点位置に、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉ
が配列されており、これらの有機ＥＬ素子１０ａ～１０
ｉには、例えば熱電対を利用した温度検出器５ａ～５ｉ
がそれぞれ対応して設けられている。一方、表示パネル
１に画像表示される画像データＤｖが入力され、画像デ
ータＤｖに対して画像表示のための信号処理を施す信号
処理回路部３が設けられ、この信号処理回路部３の出力
端子には、表示パネル１に画像表示の駆動信号を入力す
る駆動回路部２が接続され、駆動回路部２の出力端子が
表示パネル１に接続されている。
【００１４】そして、表示パネル１の温度検出器５ａ～
５ｉの出力端子が、制御ユニット６に接続されており、
この制御ユニット６には、温度検出データに対応する駆
動回路部２、信号処理回路部３及び電源回路部７の補正
制御データが格納される補正制御データメモリが設けら
れており、電源回路部７は、信号処理回路部３、駆動回
路部２、表示パネル１及び制御ユニット６への電源を供
給する機能を有している。
【００１５】図２は図１の要部を模式的に示したもので
あり、温度検出器５（５ａ～５ｉ）の出力端子が、制御
ユニット６の入力端子に接続され、制御ユニット６の出
力端子が、駆動回路部２の一方の入力端子に接続され、
信号処理回路部３の出力端子が、駆動回路部２の他方の
入力端子に接続されている。そして、駆動回路部２の出
力端子が、制御パネル１において、スイッチ回路１５を
介して、コンデンサＣｓの一極側とＭＯＳトランジスタ
Ｔ１のゲートに接続され、コンデンサＣｓの他極側はＭ
ＯＳトランジスタＴ１のソースに接続され、ＭＯＳトラ
ンジスタＴ１のドレインが、有機ＥＬ素子１０のアノー
ドに接続され、有機ＥＬ素子１０のカソードはアースさ
れている。
【００１６】このような構成の本実施の形態の動作を説
明する。本実施の形態では、表示パネル１に配列されて
いる有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度が、対応する温
度検出器５ａ～５ｉによって、それぞれ常時検出されて
おり、得られる温度検出データは、逐次制御ユニット６
に取り込まれる。制御ユニット６では、温度検出器５ａ
～５ｉからの温度検出データに基づいて、補正制御デー
タメモリから、該温度検出データに対応する信号処理回
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路部３、電源回路部７及び駆動回路部２への補正制御デ
ータをそれぞれ読出し、読出した補正制御データに基づ
き、信号処理回路部３には補正制御信号Ｆ１を、電源回
路部７には補正制御信号Ｆ２を、駆動回路部２には補正
制御信号Ｆ３をそれぞれ出力する。
【００１７】このようにして、信号処理回路部３では、
制御ユニット６からの補正制御信号Ｆ１によって、有機
ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの現時点での温度に対応して、
画像データＤｖに対して最適な信号処理を行うように、
信号処理動作が補正制御される。同様に、駆動回路部２
では、制御ユニット６からの補正制御信号Ｆ３によっ
て、信号処理回路部３から入力される信号処理された画
像データに対して、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの現時
点での温度に対応して、最適な画像表示を行うように、
画像データの駆動動作が補正制御され、電源回路部７で
は、制御ユニット６からの補正制御信号Ｆ２によって、
有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの現時点での温度に対応し
て最適な電源信号を、信号処理回路部３、駆動回路部
２、表示パネル１及び制御ユニット６にそれぞれ供給す
るように、電源供給動作が補正制御される。
【００１８】そして、図２に示すように、駆動回路部２
からは、制御ユニット６からの補正制御信号Ｆ３と信号
処理回路部３からの画像信号Ｆ４とに基づいて、発光駆
動信号Ｆｐが表示パネル１に入力される。この発光駆動
信号Ｆｐは、表示パネル１において、スイッチ回路１５
を介してコンデンサＣｓの一極側とＭＯＳトランジスタ
Ｔ１のゲートとに入力され、コンデンサＣｓに駆動電荷
が蓄積される。  次いで、コンデンサＣｓの両極間電圧
により、ＭＯＳトランジスタＴ１のゲート－ソース間電
圧ＶGSが設定され、トランジスタＴ１のドレイン電流Ｉ
dが有機ＥＬ素子１０に流れて有機ＥＬ素子１０が発光
し、各領域ごとに配置される有機ＥＬ素子１０ａ～１０
ｉのそれぞれについて、検出温度に基づく発光駆動信号
Ｆｐでの発光制御が行われ、表示パネル１の全体にわた
って高品質の画像の表示が行われる。
【００１９】このように、本実施の形態によると、有機
ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度に基づき、補正制御信号
Ｆ１によって、信号処理動作が補正制御される信号処理
回路部３から出力される画像信号Ｆ４が、駆動回路部２
に入力され、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度に基づ
き、補正制御信号Ｆ３によって、表示パネル１の表示駆
動動作が、補正制御される駆動回路部２から発光駆動信
号Ｆｐが出力され、この発光駆動信号Ｆｐによって、表
示パネル１の有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉが発光駆動さ
れて画像表示が行われる。このために、有機ＥＬ素子１
０ａ～１０ｉの温度変化に起因する信号処理時のデータ
遅延や動作のばらつき、発光素子の駆動動作の変動、電
源回路部の動作変動が補償され、有機ＥＬ素子１０ａ～
１０ｉの温度変動による表示パネル１の表示画像の画質
の低下を防止して、常に高品質の画像表示が行われ、強
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力な冷却手段が不要で全体の小型薄型化が維持される画
像表示装置を提供することが可能になる。
【００２０】［第２の実施の形態］本発明の第２の実施
の形態を、図３及び図４を参照して説明する。図３は本
実施の形態の構成を示すブロック図、図４は図２の温度
補償回路部の説明図である。
【００２１】本実施の形態の構成を、第１の実施の形態
と同一部分に同一符号を付して示すと、図３に示すよう
になり、本実施の形態では、特に表示パネル１の図示せ
ぬ有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの発光プロセス過程での
発熱に基づく雰囲気温度が、ほぼ同一条件となるよう
に、表示パネル１に対して、信号処理回路部３、駆動回
路部２及び電源回路部７が近接配置されている。そし
て、信号処理回路部３には、雰囲気温度に対応する温度
補償を行うための温度補償信号を出力する温度補償回路
部８が設けられ、この温度補償回路部８は駆動回路部２
と電源回路部７とに接続されている。この温度補償回路
部８には、図４（ｂ）に示すカレントミラー回路が設け
られ、このカレントミラー回路は、近接配置される同一
特性のＭＯＳトランジスタＴ２、Ｔ３を備え、ＭＯＳト
ランジスタＴ３のゲートとドレインが互いに接続され、
この接続点がＭＯＳトランジスタＴ２のゲートに接続さ
れ、ＭＯＳトランジスタＴ２のドレインとアース間に負
荷１６が接続され、ＭＯＳトランジスタＴ２のドレイン
とアース間には、定電流源１１が接続された構成となっ
ている。
【００２２】本実施の形態のその他の部分の構成は、す
でに図１及び図２を参照して説明した第１の実施の形態
と同一なので、重複する説明は行わない。
【００２３】このような構成の本実施の構成では、有機
ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの発光プロセス過程での発熱に
よって、雰囲気温度が変化すると、カレントミラー回路
は、雰囲気温度が変化することにより、ＭＯＳトランジ
スタＴ２、Ｔ３の動作特性が変動し、例えば、雰囲気温
度に対してＭＯＳトランジスタＴ２の負荷１６に流れる
電流Ｉ２が、同図（ａ）に点線で示すように変化する傾
向にある場合には、カレントミラー回路によって、同図
に実線で示すように温度補償動作が行われ、負荷１６に
流れる電流Ｉ２が、常にミラー効果によつてＩ２＝Ｉ１
の所定値に設定されるように、信号処理回路部３の動作
に対する温度補正が行われる。
【００２４】さらに、温度補償回路部８からは、温度補
償信号Ｆ１２が電源回路部７に、温度補償信号Ｆ１３が
駆動回路部２に、それぞれ入力され、電源回路部７の電
源供給動作が、温度補償信号Ｆ１２により温度補償さ
れ、駆動回路部２の表示パネル１の表示駆動動作が、温
度補償信号Ｆ１３により温度補償される。
【００２５】このように、本実施の形態によると、有機
ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度に基づき、温度補償回路
部８により、信号処理動作が温度補償される信号処理回
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7
路部３から、画像信号Ｆ４が駆動回路部２に入力され、
有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度に基づき、表示パネ
ル１の表示駆動動作が、温度補償回路部８からの温度補
償信号Ｆ１３により、温度補償される駆動回路部２から
出力される発光駆動信号Ｆｐによって、表示パネル１の
有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉが発光されて画像表示が行
われる。このために、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温
度変化に起因する信号処理時のデータ遅延や動作のばら
つき、発光素子の駆動動作の変動、電源回路部の動作変
動が補償され、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度変動
による表示パネル１の表示画像の画質の低下を防止し
て、常に高品質の画像表示が行われ、強力な冷却手段が
不要で全体の小型薄型化が維持される画像表示装置を提
供することが可能になる。
【００２６】［第３の実施の形態］本発明の第３の実施
の形態を、図５及び図６を参照して説明する。図５は本
実施の形態の構成を示すブロック図、図６は図５の要部
の構成を示す説明図である。
【００２７】本実施の形態は、図５及び図６に示すよう
に、すでに図１及び図２を参照して説明した第１の実施
の形態に対して、温度検出器５ａ～５ｉに代えて、電流
検出器１２ａ～１２ｉによって、有機ＥＬ素子１０ａ～
１０ｉに流れる電流の変化を検出することにより、有機
ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの温度データを取得するように
構成されている。これに対応して、制御ユニット６に
は、電流検出器１２ａ～１２ｉが検出する電流検出デー
タに基づき得られる温度データに対応する駆動回路部
２、信号処理回路部３及び電源回路部７の補正制御デー
タが格納される補正制御データメモリが設けられてい
る。
【００２８】本実施の形態のその他の部分の構成は、す
でに説明した第１の実施の形態と同一なので、重複する
説明は行わない。
【００２９】本実施の形態の動作を説明する。本実施の
形態では、表示パネル１に配列されている有機ＥＬ素子
１０ａ～１０ｉの電流が、対応する電流検出器１２ａ～
１２ｉによって、それぞれ常時検出されており、得られ
る電流検出データは、逐次制御ユニット６に取り込まれ
る。制御ユニット６では、電流検出器１２ａ～１２ｉか
らの電流検出データに基づいて、補正制御データメモリ
から、該電流検出データに基づき得られる温度データに
対応する信号処理回路部３、電源回路部７及び駆動回路
部２への補正制御データをそれぞれ読出し、読出した補
正制御データに基づき、信号処理回路部３には補正制御
信号Ｆ１を、電源回路部７には補正制御信号Ｆ２を、駆
動回路部２には補正制御信号Ｆ３をそれぞれ出力する。
【００３０】このようにして、信号処理回路部３では、
制御ユニット６からの補正制御信号Ｆ１によって、有機
ＥＬ素子１０ａ～１０ｉの現時点での電流に基づき得ら
れる温度データに対応して、画像データＤｖに対して最
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適な信号処理を行うように、信号処理動作が補正制御さ
れる。同様にして、駆動回路部２では、制御ユニット６
からの補正制御信号Ｆ３によって、信号処理回路部３か
ら入力される信号処理された画像データに対して、有機
ＥＬ素子１０ａ～１０ｉに現時点で流れる電流に基づき
得られる温度データに対応して、最適な画像表示を行う
ように、画像データの駆動動作が補正制御され、電源回
路部７では、制御ユニット６からの補正制御信号Ｆ２に
よつて、有機ＥＬ素子１０ａ～１０ｉに現時点で流れる
電流に基づき得られる温度データに対応して最適の電源
信号を、信号処理回路部３、駆動回路部２、表示パネル
１及び制御ユニット６にそれぞれ供給するように、電源
供給動作が補正制御される。
【００３１】そして、図６に示すように、駆動回路部２
からは、制御ユニット６からの補正制御信号Ｆ３と信号
処理回路部３からの画像信号Ｆ４とに基づいて、発光駆
動信号Ｆｐが表示パネル１に入力される。この発光駆動
信号Ｆｐは、第１の実施の形態と同様に、表示パネル１
において、スイッチ回路１５を介してコンデンサＣｓの
一極側とＭＯＳトランジスタＴ１のゲートとに入力さ
れ、コンデンサＣｓに駆動電荷が蓄積され、コンデンサ
Ｃｓの両極間電圧により、ＭＯＳトランジスタＴ１のゲ
ート－ソース間電圧ＶGSが設定され、トランジスタＴ１
のドレイン電流Ｉdが有機ＥＬ素子１０に流れて有機Ｅ
Ｌ素子１０が発光する。
【００３２】このようにして、本実施の形態によると、
電流検出器１２ａ～１２ｉによって、有機ＥＬ素子１０
ａ～１０ｉの温度に応じて、有機ＥＬ素子１０ａ～１０
ｉに流れる電流の変化を検出することにより、第１の実
施の形態で得られる効果を実現することが可能になる。
【００３３】なお、前述の第１及び第３の実施の形態で
は、全体の制御を行う制御ユニット６を別途に設ける場
合を説明したが、本発明はこの実施の形態に限定される
ものではなく、信号処理回路部３、駆動回路部２及び電
源回路部７にそれぞれ、各部の制御を行う制御ユニット
を分割して設けることも可能であり、制御ユニットは必
ずしも信号処理回路部３、駆動回路部２及び電源回路部
７の全ての温度補償を行う必要はなく、必要な回路部の
温度補償を行うようにすることも可能である。また、第
２の実施の形態では、温度補償回路部８が信号処理回路
部３に設けられた場合を説明したが、本発明はこの実施
の形態に限定されるものではなく、駆動回路部２や電源
回路部７に温度補償回路部８を設けることも可能であ
り、温度補償も必要な回路部のみに行うことも可能であ
る。
【００３４】
【発明の効果】請求項１記載の発明によると、電源回路
部から信号処理回路部、駆動回路部及び表示パネルに電
源が供給され、有機ＥＬ素子を発光素子とする表示パネ
ルの駆動回路部による駆動によって、信号処理回路部で



(6) 特開２００２－１７５０４６

10

20

9
信号処理される画像データに対応する画像が表示パネル
に表示されるが、格納手段には、発光素子の温度に対応
して、高品質の画像表示のために、信号処理回路部、駆
動回路部及び電源回路部にそれぞれ供給される補正制御
データが予め格納されており、補正制御手段によって、
温度検出手段が検出した発光素子の温度に対応する補正
制御データが格納手段から読出される。そして、補正制
御手段によって、格納手段から読出された制御データに
基づいて、発光素子として使用される有機ＥＬ素子の温
度変化に対応して、信号処理回路部、駆動回路部及び電
源回路部の少なくとも一つの動作が、表示パネルに表示
される画像の画質低下を防止するように補正制御される
ので、温度変化に起因する信号処理時のデータ遅延や動
作のばらつき、発光素子の駆動動作の変動、電源回路部
の動作変動のない適確な画像表示動作が行われ、表示パ
ネルには常に高品質の画像表示を行うことが可能にな
る。
【００３５】請求項２記載の発明では、信号処理回路
部、駆動回路部及び駆動回路部が表示パネルの近傍にほ
ぼ同一の雰囲気温度条件下で配設されており、電源回路
部から信号処理回路部、駆動回路部及び表示パネルに電
源が供給され、駆動回路部によって、有機ＥＬ素子を発
光素子とする表示パネルが駆動され、信号処理回路部で
信号処理される画像データに対応する画像が表示パネル
に表示されるが、信号処理回路部、駆動回路部及び電源
回路部の何れかに設けられ、雰囲気温度に対する温度補
償動作を行う温度補償回路部から、雰囲気温度に対する
温度補償信号が、信号処理回路部、駆動回路部及び電源
回路部に出力される。そして、信号処理回路部、駆動回*
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*路部及び電源回路部にそれぞれ設けられる温度補償制御
回路部が、温度補償回路部からの温度補償信号に基づい
て、信号処理回路部、駆動回路部及び電源回路部におい
て、雰囲気温度の変化に対応する温度補償動作を行うの
で、温度変化に起因する信号処理時のデータ遅延や動作
のばらつき、発光素子の駆動動作の変動、電源回路部の
動作変動のない適確な画像表示動作が行われ、表示パネ
ルには常に高品質の画像表示を行うことが可能になる。
【００３６】請求項３記載の発明によると、温度検出手
段が、発光素子の電流値に基づいて発光素子の温度を検
出することにより、請求項１記載の発明での効果を実現
することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１の要部の構成を示す説明図である。
【図３】本発明の第２の実施の形態の構成を示すブロッ
ク図である。
【図４】図２の温度補償回路部の説明図である。
【図５】本発明の第３の実施の形態の構成を示すブロッ
ク図である。
【図６】図５の要部の構成を示す説明図である。
【符号の説明】
１・・表示パネル、２・・駆動回路部、３・・信号処理
回路部、５ａ～５ｉ・・温度検出器、６・・制御ユニッ
ト、７・・電源回路部、８・・温度補償回路部、１０ａ
～１０ｉ・・有機ＥＬ素子、１１・・定電流源、１２ａ
～１２ｉ・・電流検出器、１３・・ＥＬ素子、Ｔ１～Ｔ
４・・ＭＯＳトランジスタ。

【図１】 【図２】

【図４】
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